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1. はじめに 
Web サービストランザクションの仕様である

WS-TX(WS-Transaction)[2]は，ACID 特性を緩和

し，複数のサービスを一つのビジネスタスクにま

とめるスコープ機能，処理を元の状態へ戻す補償

機能により Web 上の処理に対応する．これを基に，

ビジネスプロセス連携のためのトランザクション

処理の要求を満たす対話型トランザクションアー

キテクチャ(CTA)を提案し，効果を示す． 

2. Webサービストランザクションへの要求 
2.1. 部分的な処理の実現 

(1) 原子性の緩和 

必ず成功しなくてはならない機能集合と，選択

的に必要な処理だけ成功すれば良いサービス集合

を階層的に分離し管理する．部分的に原子性を緩

和し，一貫性を保ちながら部分的な処理を行う．  
(2) 独立性の緩和 

長期リソースロックを回避するため，独立性を

緩和し，個別の処理を並列に行い取捨選択するこ

とは，契約の重複と補償によるビジネスリスクを

もたらす．個別の処理と全体の処理を分離して管

理し，不要な補償処理を行わないようにする． 
2.2. 状況に応じた処理の実現 
ビジネスでは必要な結果が期限内に得られなけ

れば目的を達成できない場合がある．処理完了の

期限やサービスの優先度を設定し，ユーザの満足

度の高い結果を得る処理を実現する． 

3. トランザクションモデルへのアプローチ 
上記の要求を満たすトランザクション処理を実

現するために，次の二つの方法を提案する． 
3.1. スコープの定義 

WS-TX のスコープ機能を用い，管理するサービ

スの範囲を階層的に定める．必ず成功すべき機能

の集合を「親スコープ」と定義する．同一機能を

提供する選択可能なサービスの集合を「子スコー

プ」と定義する．各子スコープ内で一つずつサー

ビスと処理が確定すると，親スコープの原子性を

満たす．子スコープが互いの処理内容を関知せず

に，処理の一貫性を保つ部分的な処理を実現する．  

3.2. 対話モデルを用いたメッセージ交換 
WS-TX のトランザクション処理は調整プロトコ

ルの状態遷移に沿ったメッセージ交換により一貫

性を保つ．各状態で期限の通知や交渉を行い，状

況に対応した処理を実現するため，対話モデルを

用いる．対話モデル[3]では対話を行う双方が対話

制御部を持ち，同じ対話ポリシー(CP)に沿ってメ

ッセージを交換する．トランザクション管理と対

話を実現する CP を作成し，対話制御部によるトラ

ンザクション制御を実現する． 

4. 対話型トランザクションアーキテクチャ 
図 1のように，CTA は WS-TX の Coordinator

を基礎とし，起動，登録サービスがポート情報等

を交換することでサービスと接続する．対話制御

部マネージャはスコープごとに対話制御部を生成

する．対話制御部を各スコープのサービスと関連

付け，対話制御とトランザクション管理を行う． 
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図 1 対話型トランザクションアーキテクチャ 

4.1. トランザクションの適応型制御 
ユーザから必要な機能，期限，優先度を取得し，

ユーザの要求とビジネスの状況に適応するトラン

ザクション処理を実現する．優先度を用い，スコ

ープごとに順位の高いサービスから処理すること

で，満足度の高い結果を効率的に得る．順位はア

プリケーションが決めるものとする． 
また，個別の処理結果を全体の処理結果と分離

し，全体の処理に対する期限付きの予約とするこ

とで不要な補償処理を回避する．親と子の間で対

話を行い，親の対話制御部が管理する全体の期限

と個別の処理期限を調整する． 

5. 対話ポリシーの設計 
図 2のように，CP は要求される機能に応じて親

と子で別々に定義する．スコープ内の管理に特化

することで，サービスごとの対話の柔軟性とトラ

ンザクション処理全体の一貫性が両立できる． 
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図 2 対話型トランザクション処理の制御 

5.1. 親の対話制御部の対話ポリシー 
親の対話制御部の対話ポリシーは図 3に示すよう

に，トランザクション全体を管理する CP から，サ

ービス選択の手順を定義した CP を呼び出す．呼び

出す CP を変更することで処理内容に合うサービス

選択手順を選択できる．子スコープがサービス選

択 CP に沿って中間結果を確定した時点で，全体の

管理 CP に戻り最終結果の確定を実行する．  

 
図 3  親の対話制御部の対話ポリシー例 

5.2. 子の対話制御部の対話ポリシー 
子の対話制御部の対話ポリシーはトランザクシ

ョン処理中に複数のサービスと親との対話を同時

に行う．そのため，図 4のように識別子によってメ

 
図 4 子の対話制御部の対話ポリシー例 

ッセージを判別し，相手や状況に応じた対話用ポ

リシーを呼び出す． 

6. 対話型トランザクションの評価 
WS-TX と CTA を比較し，提案するアーキテク

チャの有用性を評価する．旅行代理店の予約シス

テムを例に，表 1の条件で処理を行った結果をビジ

ネス状況の変化への対応の点から比較する． 

表 1 旅行代理店の予約システム状況 

○○○○○○○満席
サービスの
初期状態

７日７日３日３日１日５日５日７日
中間結果
保持期限

554677810優先度
レンタカーⅡレンタカーⅠホテルCホテルBホテルA航空3航空2航空1サービス名

レンタカーホテル航空会社スコープ

 
上の条件に沿った場合，WS-TX の処理結果は，

航空会社 2，ホテル A，レンタカーⅠとなる．それ

に対し CTA では状況に応じて複数の処理結果が得

られる．例として航空会社 1 に空席が生じた場合

の処理の流れを図 5に示す．状況の変化に応じ，優

先度によってホテル A より航空会社 1 を優先して

確保する．このように CTA はビジネスプロセス連

携の状況に対応する処理を実現できる． 
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図 5  対話型トランザクションの予約フロー 

7. 関連研究 
文献[4]では，トランザクションの調整ルールを

定義し，終了状態の比較により複合サービスのト

ランザクション要求の一貫性を保つ手法を提案し

ているが，複合処理手法は言及していない． 

8. まとめと今後の課題 
Web サービスに対応したトランザクション仕様

である WS-TX と対話モデルを組み合わせた対話型

トランザクションを提案した．今後は処理方法を

定義するための対話ポリシーのルールを検討する． 
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